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平成 20 年 3 月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 11 月 15 日の中間決算発表時に公表しました平成

20 年 3 月期の通期業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 20 年 3 月期個別業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

前回発表予想 （Ａ） 249,200 △ 10,300 △ 8,700 △ 26,500 △ 132 47

今回修正予想 （Ｂ） 247,600 △ 14,200 △ 12,600 △ 30,800 △ 153 98

増減額 （Ｂ－Ａ） △ 1,600 △ 3,900 △ 3,900 △ 4,300 ― ―

増減率 （％） △ 0.6 ― ― ― ― ―

前期実績 225,217 1,534 2,844 4,114 20 47

当期純利益
1株当たり

当期純利益
円　　　　銭百万円 百万円 百万円

経常利益

百万円

売上高 営業利益

 

 

２．平成 20 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

前回発表予想 （Ａ） 253,600 △ 10,200 △ 8,720 △ 26,400 △ 131 97

今回修正予想 （Ｂ） 251,700 △ 14,200 △ 12,720 △ 30,770 △ 153 83

増減額 （Ｂ－Ａ） △ 1,900 △ 4,000 △ 4,000 △ 4,370 ― ―

増減率 （％） △ 0.7 ― ― ― ― ―

前期実績 227,769 1,415 2,710 4,123 20 51

当期純利益
1株当たり

当期純利益
円　　　　銭百万円 百万円 百万円

経常利益

百万円

売上高 営業利益

 

 

 

 

 



 

３．修正の理由 

（個別業績予想） 

 現状の資機材の調達或いは外注業者への発注環境等を考慮の上、今後の受注予定、利益

改善見込み、工程等の工事採算の変動要因について精査を行った結果、主に来期以降に完

成する工事のうち、土木工事においては厳しい価格競争下で落札した案件の一部、建築工

事においては大型案件の一部について、工事採算の見通しがさらに悪化したため、工事損

失引当金を大幅に積増しする見込みとなりました。これにより、営業損失は 14,200 百万円、

経常損失は 12,600 百万円、当期純損失は 30,800 百万円と前回修正値に比べ大幅に悪化す

る見通しとなりました。 

 

（連結業績予想） 

 個別業績予想の修正に伴い、連結業績予想の修正を行うものです。 

 

４．今後の取り組みについて 

当社では、来期以降の業績について、回復への道筋をより確実なものとするべく、現在、

合理化を含めた構造改革、経営効率および体質の改善のための具体的な方策を織り込んだ

21 年 3 月期以降の中長期的な経営戦略を策定しているところであります。 

詳細につきましては決まり次第、改めて開示させていただきます。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報から得られた判断に基づい

ており、実際の業績は、様々な要素により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性

があります。 

 

以  上 

                                     


